
《年齢に応じた発達課題があるⅤ》 
 

九州大谷短大山田真理子先生の意見を取り入れながら 

 

５歳児の発達課題 

五歳は一応幼児期の完成期です。言葉の発達

においても、４歳のときの新しい言葉をどんどん吸

収してどんどん使い、最も発達

する多弁期を過ぎて成熟期には

いってきます。発達の真っ最中

にはその能力を積極的に使おう

としますから、４歳はおしゃべりで

すが、一応の発達を遂げ完成域

に入りますので口数は少なくなり

ます。そして、思ったとおり言葉

を使えるようになるので、友達と

の喧嘩も手を出すより言葉で解

決しようとして、口喧嘩に変わっ

てきます。４歳のときに十分な試行錯誤をしている

と、その経験を元にして判断力が育ってきますから、

ぐんと逞しくなってきます。 

さらに、言葉の発達と共に、論理性が育ってき

ます。物事の因果関係に興味を持ち、「なぜ」、「ど

うして」とうるさく聞いてくるようになります。かなり難

しいことも聞いてくるようになるので、そのときに分

からないことがあるときに「うるさい」といってしまうと、

好奇心や論理性の芽ばえをつぶしてしまいますの

で、面倒でも一つ一つ応えてあげることが大切で

す。分からなければ、「お父さんに聞いてみる」と

か、「一緒に図鑑を調べてみよう」というようにして

即答しなければいいのです。このときの心構えとし

ては正しい答えをすることではありません。聞いた

ら応えてくれる人がいるということを伝えること、必

ず答えにたどり着くことを分からせることだと思いま

す。疑問に思ったことが解決していく体験を通して、

問題解決能力を育てて欲しいと思います。 

また、５歳児の特徴として年下の子の面倒をみ

たり、他人に譲ったり、待ったりすることが出来るよ

うになります。 

幼児の特徴は自己中心的です。自分の願いを

実現しようとする意欲でいっぱいです。それが育

つから、積極的に問題解決をしようとします。最も

積極的な３歳の時期に、同年代の幼児と触れ合う

事により、自分以外の人がいること、自分とは違う

考えの人がいることが分かり、他人の存在を強く理

解出来るようになります。４歳になると自分より上の

子が自分には出来ないことができることを知り、年

長児に憧れるようになります。自分より下の子には

力を貸してあげよう、面倒を見てあげようという気持

ちが出てきます。それが大きくなって本当の力に

なってくるのが５歳児です。今まで自分が我先にと

要求を実現しようとしていたことから、『小さい子に

譲ってあげる』、『自分は後からでいい』ということ

が出来るようになります。 

１２月にお店やごっこをします。３．４歳児の中

には自分が欲しいものを自分の判断

で買うことが出来ない子がいます。そ

の子達も買い物を楽しめるようにと年

長さんとペアを組んで年長さんが面

倒を見るようにしています。年長さん

は、自分の欲しいものが、売切れて

しまうのではないかとやきもきしなが

らも下の子の面倒を見ようとします。

おうちへ帰ってお母さんに「○○ちゃ

んが早く買わないから僕の欲しいも

のが買えなかった」と泣きついてきた

という話を聞いたことがあります。自分の欲求を殺

して、下の子の面倒を見てあげられるだけ成長し

ています。この時期に、他人に譲ってあげたり、下

の子の面倒を見てあげていることを褒めてあげると

そういうところがぐんぐん伸びます。このことを逆の

面から見ると、３．４歳のときに「お兄ちゃんなんだ

から弟に譲ってあげなさいといっても無理があると

いうことが分かります。 

さらに、大勢で遊ぶようになり、遊びの中で役

割意識が出てきます。そして４歳のときの十分な試

行錯誤の結果、目的意識、課題意識が芽生えて

きます。２、３歳までは母親の言うとおりにやってい

れば全てがうまくいっていた世界から、幼稚園に

入って自立の第一歩が始まり、自分で決断しなけ

ればならないことが増えてきます。その経験を通し

て目的意識を持つようになります。 

目的意識を育てるためには、状況の認識から、

どう行動していくかの決断、どんな方法で行なうか

など全てを子供に任せることが大事です。失敗す

る事も成功する事も全て子供にまかせることです。 
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